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  町の水道料金は、口径別の基本料金と使用した水量による水量料金の合計額により算出して

います。 

  基本料金は、いつでも安全でおいしい水を供給できる体制を維持するため固定的にかかる経

費をまかなうためのもので、使用水量にかかわらず各使用者に公平にご負担いただくもので

す。 

固定的にかかる経費の例としては、検針や料金収納に要する経費、メ－タ－設置費、水道施

設の維持費管理などです。町の一般家庭の標準的な口径１３ミリの１カ月当たりの基本料金

は、１，０５０円をいただいております。 

 水量料金は、使用した水量によりご負担いただいているもので、給水量に応じて変動する経

費をまかなうためのものです。主な経費としては、川から取水した水を飲料水にするためのろ

過する薬品代やろ過設備の電気代などです。水量料金は、使用水量が増えるほど料金単価は高

く設定されています。これは生活に必要な水を安定的に供給することと、使用者の方に節水を

心がけていただくことも目的としています。町の水量料金は４段階に区分されています。 

□水量料金［一般用］１カ月当たり 

 ・１立方メ－トルから１０立方メ－トル⇒１立方メ－トルつき９５円 

・１１立方メ－トルから２０立方メ－トル⇒１立方メ－トルつき１５０円 

・２０立方メ－トルから１００立方メ－トル⇒１立方メ－トルつき２００円 

・１０１立方メ－トル以上⇒１立方メ－トルつき２２０円 

◎水道料金の計算例 

例えば、メ－タ－口径が１３ミリで、１カ月３５立方メ－トル使用した場合の水道料金は、 

１、基本料金=１，０５０円－① 

２、水量料金 

    ・１０立方メ－トル×９５円=９５０円－② 

  ・１０立方メ－トル×１５０円=１，５００円－③ 

  ・１５立方メ－トル×２００円=３，０００円－④ 

○水道料金=（①＋②＋③＋④）×５％（消費税）=６，８２５円 になります。 

   

  水道事業は、使用者からお支払いただいた水道料金で必要な経費をまかなう独立採算で経営

をしていますので、水道料金は水道事業を運営する市町村ごとに違ってきます。水道料金が違

ってくる主な要因としては、水源の種類・水質、水道施設の建設費用、維持管理費用、給水地

域の人口密度などにより、水道事業にかかる経費が異なるためです。 

三春町の場合、水源となる水は大滝根川の表流水を取水しています。表流水を浄水して飲料 

 



 

 水として供給する経費は、地下水などを水源とする施設に比べて多くかかります。大滝根川上

流域は、人口も多く生活排水等の影響を受けやすいことから、町の浄水施設は安全な水を供給

するために、高度浄水施設を導入しているため、通常の表流水浄水施設より薬品代や電気代の

経費が多くかかります。また、現在の浄水場建設に併せて、配水管路の延長、排水池の整備費

用をまかなうために、多くの資金を借入れていることもあり、水道料金は、県内の平均より高

くなっています。 

  現在の町の水道料金は、平成９年６月に算定されたもので、それ以降、料金の改定は行われ

ず据置かれています。 

水道は町民生活を支える社会基盤として欠くことができないものであり、重要な役割を担っ

ていますので、これからも効率的な事業運営に努め、より安全な水の安定供給に取組んでまい

りますので、ご理解をお願いいたします。 

  なお、近隣市町の水道料金は次の表のとおりです。 

  □近隣市町の水道料金：１０立方メ－トル／円 

市町村名 料金（消費税込） 

三春町 ２，１００ 

郡山市 ２，１６３ 

田村市 １，９７８ 

小野町 ２，２０５ 

県内平均 １，８６３ 

   ※ 平成２３年度版「福島県の水道」より 

   ※ 県内の平均料金が低い理由は、水源を地下水としている市町村が６割余りと多いためです。 

 


